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1. 背景と目的

平成30年度全国学力・学習状況調査（国立教育研究所，2018）の小学校理科では，観察，実

験の結果を整理し分析して考察することについて，分析して考察した内容を記述することが課

題とされている。さらに，中央教育審議会（2016）は判断の根拠や理由を明確に示しながら自

分の考えを述べることについて課題が指摘されている。根拠に基づいて表現する力とは，観察・

実験によって得られた事実から，既習の知識や経験に基づいて，その事実が生起する理由を推

論し，結論を導き出し，言葉や文章で表現する力である（藤田，2018）。観察・実験を通して

得られた結果としての事実を基にして，自分の考えを説明して理解してもらう過程で，根拠に

基づいて表現する力を育成できる。 

 実習校の一部の児童は考察に何を書けばいいかわかっていなかった。また，実験から得られ

る事実から，必要な事実を選ぶことができない児童がおり，実験結果をもとに考察を考えるこ

とができない児童もいた。国立教育政策研究所（2018）は観察，実験の結果を整理し分析して

考察することについて，得られたデータと現象を関係付けて考察することはできているが，分

析して考察した内容を記述することに課題があると指摘している。そこで，理科の学習で，考

えたことを根拠に基づいて表現させるため，実験結果から考えたことを記述させる指導の充実

を図る。本研究の目的を，根拠や理由を明確にし，自分の考えを記述させる手立てを実践し，

その効果を明らかにすることとした。 

2. 調査方法

田中ほか（2021）は証拠・理由付け・主張の3つの項目に分けて記述させるワークシートを用

い，考察を記述させた。「証拠」には実験結果を記し，「理由付け」には実験結果から導き出

された科学的なきまりをもとに主張と証拠の結びつきを説明し，「主張」には問題に対する答

えを記す。また，野村・小倉（2019）は足場づくりを活用した実験プリントを作成し，足場を

徐々に外しながら繰り返し実験プリントに取り組ませ，科学的な表現力の育成に有効であった

ことを明らかにしている。田中（2021）や野村・小倉（2019）を参考に図1のワークシートを作

成した。 

 実践した単元は小学校第5学年「流れる水の働きと土地の変化」と「振り子の運動」である。

「流れる水の働きと土地の変化」では2回実験を行い，その考察の場面で図1の（a）のワークシ

ート1を使用した。「ふりこの運動」では3回実験を行い，その考察の場面では足場を徐々に外

すため，1回目はワークシート1を，2回目は図1の（b）のワークシート2を，3回目は何も足場が

ないワークシートを使用した。ワークシートを繰り返し活用すれば，必要な結果を記述し，実
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験で得られた結果を根拠として，自分の考えを記述する力を育成することが期待できる。児童

が記述した考察の正確性と記述の有無を把握した。 

 

3. 結果  

 ワークシート1を使用することで，考察のどの項目も全体の6割を超える記述があった。足場

を徐々に外していくと，他の項目に比べ証拠について記述があった割合が低かった。これらの

ことから，考察を証拠，理由付け，主張と項目分けしたことによって，考察に書くべきことが

明確になったが，根拠となる必要な事実が明確にした記述をさせることはできなかった。ワー

クシート1を繰り返し使用しても，内容の正しさに変化は見られなかったことから，実験から得

た事実を証拠とし，科学的なきまりを理由づけ，主張と結びつけて書けるようにはならなかっ

たと考える。 

 足場を徐々に外していくと，児童自身の力で記述しなければならないので，どの項目も記述

のありの割合は，ワークシート1を使用した時より低くなった。証拠と主張の内容の正確性が向

上したことから，主張の記述ができるようになったことに加え，主張を支える証拠を言及でき

るようになったと考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図1 ワークシート 
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